
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    仙台市こども若者相談支援センター 
     所長  小池 健治 
 〒980-0012 
 仙台市青葉区錦町１丁目３－９ 
 仙台市役所錦町庁舎２階 
 ℡ 022-214-8848 Fax 022-262-4761 
 第１７７号   令和７年１０月 ９日 

こどもたちが心身ともに健やかに成長し，豊かな人間性や自立性を身に付け，未来の仙台を創っていく力を

育むため，仙台のまち全体で青少年の健全育成に取り組んでいくことが必要です。 

このフェスティバルは，こどもたちが学校や地域で頑張っている姿，こどもたちの活動の様子などをお伝えで

きるよう，様々な年齢のこどもたちが参加する企画となっております。 

多くの皆様に参加いただき，青少年の活動に触れる機会を通し，健全育成への理解と活動に参加する気運

の醸成を図る機会となることを願い開催いたします。 

日 時：令和７年１１月２２日（土）１３:００～１６:００ (開場 １２:３０) 
場 所：日立システムズホール仙台 シアターホール 入場無料 
申込み：１０月６日（月）より申込み受付をしています。下記のいずれかの方法で 

お申し込みください。詳細は市政だより１０月号，仙台市青少年健全育成 
推進会議ホームページ，フェスティバルのチラシにも掲載しています。 

●観覧申込フォームに必要事項を入力（右の二次元コードをご利用ください） 
●①氏名（ふりがな）②〒住所 ③電話番号またはメールアドレス ④団体名 
を仙台市こども若者相談支援センターへ FAX（022-262-4761）送信 

《プログラム》 

 〇青少年健全育成活動団体表彰  

 〇郷土芸能の披露＜福士奏・あみな姉妹（津軽三味線奏者）＞  

 〇小学生による合唱＜仙台市立原町小学校  柿の木合唱団＞  

 〇中学生による少年の主張＜各区大会最優秀賞受賞者＞  

 〇中学生・高校生による演奏＜仙台市立仙台青陵中等教育学校  吹奏楽部＞  

 〇プロによる演奏＜熊谷  駿 氏(サックスプレイヤー)と齋藤  めぐむ 氏 (ピアニスト)＞ 

 〇フィナーレ＜プロと仙台市立仙台青陵中等教育学校吹奏楽部のコラボレーション＞  

当日は，宮城教育大学の学生さんが司会を，仙台市立仙台工業高等学校写真部の皆さんが記録写真撮影を，

東北電子専門学校の皆さんが音響・照明を行います。また，東北電子専門学校の皆さんにはチラシ・ポスター・プ

ログラムデザインのご協力もいただきました。 

「少年の主張」は，中学生が日頃感じていること，悩んでいること，大切にしていることなどの意見を発表するも

のです。中学生にとっては同世代の考えを共有できる場として，また，大人にとっては中学生時代の自分の考えを

振り返る場として，仙台市では例年８～９月に各区大会が行われています。 

【最優秀賞受賞者】   

青葉区代表 『私が歌う先にあるもの』  宮城教育大学附属中学校 ３年 菅原 琥千 さん 

宮城野区代表              仙台市立鶴谷中学校   ３年 佐藤 克樹 さん 

若林区代表 『Until we are all equal』 宮城県仙台二華中学校  ３年 早坂  翠 さん 

太白区代表 『見えないもの』      仙台市立愛宕中学校   ３年 岩本 侑奈 さん 

泉区代表  『夢を失っても』      仙台市立寺岡中学校   ３年 フェイガン 瑠輝奈 さん 

『キャンサーギフト 
～母の病が教えてくれたこと』 

↑申込みはこちら 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9月 17日（水），当センターの機能向上をねらいとし

て，ＮＰＯ法人沖縄青少年自立援助センターちゅらゆい

代表理事 金城 隆一氏を講師としてお招きし，職員研

修会を実施しました。研修では，沖縄県で全国に先駆け

て，こども・若者への居場所支援を展開してきた経緯を説

明いただきました。また，今求められているアウトリーチ

支援について，実際の場面で重要となる事項を具体的に

確認する，充実した内容となりました。 

９月２５日（木）に，高砂中央公園キャンプ場で「野外炊飯活動

（バーベキューをしよう）」を行いました。参加者は，７名の通所

者と大学生ボランティア３名，そして職員７名の１７名です。当日

は雨が心配されましたが，小雨がぱらつく程度で済みました。 

調理活動では，炭に火が付くまでが大変でしたが，炭火の上で焼

いた肉や野菜などを食べた時は，参加者もすごく美味しいと笑顔で

喜んでいました。その他には，フライパンで焼きそばも作りとても

上手に出来上がりました。また，今回の行事では，学生ボランティ

アと一緒に活動をして，とても良い経験となりました。食事の後は，

公園内で鬼ごっこをして遊びました。今後も通所者の声に耳を傾

け，多くの行事を企画し，心温まる時間を過ごすことができるよう

に支援していきます。 

当センターでの「こども若者電話相談」対象者は，小学校高学年から３

９歳までの本人とその保護者等です。傾向としては，引き続き高校生以上

の有職者・無職者からの電話相談が多くなっています。内容は，生き方や

学校生活，精神不安，家族関係についての相談が多く，特に，こどもの不

登校や就労に関する保護者からの相談が目立っている状況です。 

直接相談したい本人・保護者向けに，面接相談（要予約）も随時実施し

ていますので，お気軽にご連絡ください。 

相談や面談

☏ 022-214-8602【月～金曜日 8:30～17:00】 

            （土曜・日曜・祝日・年末年始除く） 

 

こどもから若者までの

困りごとを一緒に考え

サポートします！ 


